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操業 中の ま き網漁船の海水打ち込 み に 関す る

　　　　　　　 長期予測計算
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　　　　　　　 平成 24年 11月
日本船舶海洋 工 学会 平成24年 度秋 季 講 演 会 論 文 集

浮体式洋上 風力発電施設 の 滑動 式据付方法 の

　　　　　　　可能性に つ い て

　　　　 末福久義、二 村正 、宮田修

　　　　　　　 平成24年 ll月
日本船 舶海洋 工 学会平成24年度秋季講演会論文集

　漁船 の 適切 な乾舷設 定値 に つ い て 検 討 を行 な うた め、乾
舷基 準の 果 た す 主 要 な機能 の

．．
つ で あ る海 水 打 ち込 み の

制限 に 注 目 し、代表 的 な80GT 型 ま き網 漁 船 を対 象 に、原

型 も含 め て 5ケ
ー

ス の 乾 舷 値 に 対 して 、九 州 周 辺 の 主 要 な3

つ の 操業海域 に お け る船体 中央部 の 海 水 打 ち 込 み の 長 期

予 測計算 を行い 、打 ち込 み 確 率 と乾舷 の 関係 を 調べ た。
　そ の 結果 、基準値 の 乾舷 で は 3海 域 の 平 均 で 打 ち 込 み 確i

率が 10の 一2、76乗、基準値 よ り約 0，10m 乾舷 が 高 い 原 型 の 乾

舷で は、3海域 の 平均 で 打ち 込 み確 率 が 10の 一2．96乗 とな り、
打 ち 込 み 確率は 基準 値 の 乾舷 の 場 合 に比 べ て 約 0，63倍 に

小 さ く なる など、今 回検 討 を行 な っ た 状態 で は、比 較的 小

さな乾舷 の 変化 で も打 ち 込 み 確 率 は 大 き く変 化 す る こ と

が 示 され、操 業時 の 安 全 確 保 の た め に 十 分 な 乾舷 を確 保 す

る こ と の 重要 性 が 明 らか に な っ た。

本研究で は 、将 来開 発 が 予 想され る 5MW 級 ス パ ー型 浮 体

式 洋 上 風 力 発 電 施 設 （以下、ス パ ーと記す。）の 据付 方 法

に 関 して 、既往 工 法とは 異な る
”
滑動式

”
据付方法 に つ い て

検討 を行 っ た。
図 に示 す よ うに、こ の 方 式 は、据 付 バ ージ上 に設置 され た

進 行 台 お よび 進 行台延長部 か ら、牽引ワ イ ヤ
ー

に よ っ て ス

パ ー
を徐 々 に 吊 り下 ろ し滑 動 させ 屹 立 させ る方 式 で あ る。

こ こ で 、進 行 台延長部 とは、進 行台 をバ ージ端 か ら延 長 し、
必 要 長さまで 没 水 させ た部 分 を指す 。 今回、滑 動 式 据 付 方

法 につ い て 、初期検討及 び 11100ス ケ
ー

ル 模型を用 い た水

槽実験 を行 い 、成 立 性 を検 討 した。

図　 滑 動式 据付方法イ メ
ージ 図
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　　　　　　　 複合利用 へ の 展望

　　　　 谷 口 友基、南佳成、石 田茂資

　　　　　　　　 平成24年11月
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　四 方を海 に 囲 まれ た 我が 国 の 自然環 境 は、潮流 ・
海流 、

波 浪 、海 水 温 度 差 等 の 海 洋 に 賦存す る 自然エ ネル ギ ーの 利

用 に適 し て い る。一般 的 に 自然 エ ネ ル ギーを利用 した 分散

型 電 源 は 高 コ ス ト、発 電量 の 変動 等の 課 題 が あ り、自然 エ

ネル ギ
ー

の 利 用 が 普及す る た め に は 、コ ス ト高 を抑 え る と

伴 に発電量の 変動 を 低減す る必 要 が あ る 。 そ の 手 段 と して

異 な っ た エ ネル ギー
の 複合利 用 が 考 え られ る。

　本 論文 で は 日本近海 に お ける 風力エ ネル ギ
ー

と波力 エ

ネル ギーの 複合 利 用 有望海域を 選定す るた め、風速
一
波高

一
波周期 の 同 時発 現 頻度表を構 築 した。また、エ ネ ル ギー

密 度 、離岸距離、水深、風速 と波高の 相関関 係か ら複合利

用 有 望海 域 の 検 討 を 行 っ た 結 果 に っ い て 報 告 し た。
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図　 日本 近 海 の 風 と波 の 相関係数

Riserの 振動 モ
ー

ド変化 が潮流中VIVに及ぼす
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　本研究 で は 、潮流 中に お い て ライ ザ
ー

等 の 線状 構 造 物 で

発生 す る 渦励振 （Vortex 　 Induced 　Vibration ； VIV ）の 振 動

モ ードが遷 移す る と腹 と節 の 位置が 変化 す る こ と、ま た 線

状構 造 物 が別 の 振 動 モ ードに 遷移 した 後、振幅が 大 き くな

る ま で に 起 振力 と減衰力の バ ラ ン ス に もよ る が 数 周 期 か

か る こ とに着 目 し て 、周 期的 な モ
ー

ド遷移 を 発 生 させ る こ

と で ラ イ ザー
管 に 生 じ る 局 所的な 応力変動幅 を 小 さ くす

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 る こ と を 目標 に 模 型 試 験

　　　　　　　　　　　　　 を 行い 、実験 結果 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　 解析 を行 っ た。
　　　　　　　　　　　　　　 そ の 結果 、周 期 的 に モ ー

　　　　　　　　　　　　　 ド遷移 させ た場合 に、比 較

　　　　　　　　　　　　　 的長 周 期 の 変 動 の と き に

　　　　　　　　　　　　　 振 幅が 減少 す る が、潮流に

　　　　　　　　　　　　　 よ っ て ラ イ ザーが 流 さ れ

　　　　　　　　　　　　　 る変位量 が 変化す る た め、

　　　　　　　　　　　　　 VIV に よ る 振 動 よ り 大 変

　　　　　　　　　　　　　 位、長周期 の 振動 が 発 生 す

　　　　　　　　　　　　　 る こ とが 分 か っ た。
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